
昭
和
二
十
二
年
総
理
庁
・
大
蔵
省
・
外
務
省
・
商
工
省
・
運
輸
省
・
農
林
省
・
厚
生
省
・
司
法
省
令
第
四
号

昭
和
二
十
二
年
総
理
庁
令
、
大
蔵
省
令
、
外
務
省
令
、
商
工
省
令
、
運
輸
省
令
、
農
林
省
令
、
厚
生
省
令
、

司
法
省
令
第
四
号
（
閉
鎖
機
関
の
債
務
の
弁
済
等
に
関
す
る
命
令
）

閉
鎖
機
関
令
第
一
条
、
第
十
一
条
、
第
十
八
条
但
書
及
び
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
機
関
の
債
務
の
弁
済

等
に
関
し
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

第
一
条
　
閉
鎖
機
関
の
債
務
の
弁
済
に
関
し
て
は
、
財
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
も
の
の
外
、
こ
の
命
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
条
　
特
殊
清
算
の
た
め
に
必
要
な
費
用
は
、
第
四
条
及
び
閉
鎖
機
関
に
対
す
る
債
権
の
申
出
等
に
関
す
る
命
令

（
昭
和
二
十
二
年
総
理
庁
令
、
大
蔵
省
令
、
外
務
省
令
、
商
工
省
令
、
運
輸
省
令
、
農
林
省
令
、
厚
生
省
令
、
司

法
省
令
第
一
号
。
以
下
共
同
省
令
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
殊
清
算
人
は
、
随
時
こ
れ
を

弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
　
閉
鎖
機
関
に
対
す
る
債
権
で
、
閉
鎖
機
関
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
業
務
と
な
つ
た
業
務
に
関
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
業
務
の
解
除
の
日
ま
で
は
、
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
殊
清
算
人
は
、

随
時
こ
れ
を
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
債
権
で
特
殊
清
算
人
が
弁
済
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
閉
鎖

機
関
令
第
十
八
条
但
書
の
規
定
に
基
き
、
当
該
債
権
の
弁
済
の
日
ま
で
、
利
息
を
附
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
　
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
閉
鎖
機
関
に
対
す
る
国
内
債
権
（
共
同
省
令
第
一
条
の
国
内
債
権
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
、
未
払
送
金
為
替
等
に
係
る
債
権
（
共
同
省
令
第
一
条
の
二
の
未
払
送
金
為
替
等
に
係
る
債
権
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
及
び
退
職
金
等
に
係
る
債
権
（
共
同
省
令
第
一
条
の
三
の
退
職
金
等
に
係
る
債
権
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
で
共
同
省
令
第
一
条
、
第
一
条
の
二
、
第
一
条
の
三
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
つ
て
除
斥
さ
れ
な
か
つ

た
国
内
債
権
、
未
払
送
金
為
替
等
に
係
る
債
権
及
び
退
職
金
等
に
係
る
債
権
は
、
次
の
順
位
に
従
つ
て
、
こ
れ
を

弁
済
す
る
。
但
し
、
特
殊
清
算
人
は
、
少
額
の
債
権
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
当
該
順
位
に

よ
ら
な
い
で
、
こ
れ
を
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
　
閉
鎖
機
関
に
属
す
る
財
産
の
上
に
存
す
る
留
置
権
、
特
別
の
先
取
特
権
、
質
権
又
は
抵
当
権
（
以
下
担
保

権
等
と
い
う
。
）
に
よ
つ
て
担
保
せ
ら
れ
た
債
権
。
（
第
九
順
位
の
債
権
を
除
く
。
）
但
し
、
当
該
担
保
権
の
目

的
た
る
財
産
を
以
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
を
限
度
と
す
る
。

第
二
　
左
に
掲
げ
る
債
権
。
但
し
、
左
の
順
位
に
従
う
。

一
　
国
税
徴
収
法
又
は
国
税
徴
収
の
例
若
し
く
は
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る

債
権

二
　
指
定
日
（
閉
鎖
機
関
令
第
三
条
第
一
項
に
い
う
指
定
日
を
い
う
。
但
し
、
旧
昭
和
二
十
年
大
蔵
、
外
務
、

内
務
、
司
法
省
令
第
一
号
別
表
に
掲
げ
る
機
関
に
つ
い
て
は
、
閉
鎖
機
関
令
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
前
に
確
定
し
た
閉
鎖
機
関
の
職
員
の
給
料
及
び
賃
金
並
び
に

閉
鎖
機
関
の
役
員
又
は
職
員
の
定
期
に
支
給
せ
ら
れ
る
手
当
及
び
賞
与
の
債
権

三
　
閉
鎖
機
関
の
役
員
又
は
職
員
の
強
制
貯
蓄
金
、
保
証
金
又
は
給
与
の
中
か
ら
積
立
て
た
積
立
金
の
返
還
を

目
的
と
す
る
債
権

四
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
外
、
閉
鎖
機
関
の
役
員
又
は
職
員
の
退
職
金
、
年
金
、
解
雇
手
当
、
雇
止
手
当
そ

の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
べ
き
利
益
（
閉
鎖
機
関
の
本
邦
外
の
地
域
に
あ
る
事
業
所
又
は
営
業
所
に
お
い
て
退
職

し
た
従
業
員
に
対
し
て
、
当
該
閉
鎖
機
関
の
本
邦
内
に
あ
る
事
業
所
又
は
営
業
所
に
お
い
て
退
職
金
、
年
金

そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
べ
き
利
益
を
給
付
す
る
旨
の
内
部
規
定
、
契
約
又
は
慣
習
を
有
し
て
い
た
場
合
を
含

む
。
）
、
閉
鎖
機
関
の
業
務
に
関
す
る
臨
時
の
役
務
に
対
す
る
手
当
及
び
実
費
弁
償
並
び
に
臨
時
に
支
給
す
る

賞
与
の
債
権

五
　
其
の
他
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
債
権

第
三
　
第
一
順
位
、
第
二
順
位
、
第
五
順
位
、
第
六
順
位
、
第
七
順
位
、
第
八
順
位
及
び
第
九
順
位
の
債
権
を
除

く
外
、
指
定
日
の
前
日
に
お
い
て
会
社
経
理
応
急
措
置
法
に
定
め
る
特
別
経
理
会
社
で
あ
つ
た
閉
鎖
機
関
に
対

す
る
債
権
で
、
昭
和
二
十
一
年
八
月
十
一
日
以
後
の
原
因
に
基
い
て
生
じ
た
債
権
又
は
金
融
機
関
経
理
応
急
措

置
法
に
定
め
る
金
融
機
関
で
あ
る
閉
鎖
機
関
に
対
す
る
債
権
で
、
そ
の
新
勘
定
に
属
す
る
債
権

第
四
　
前
各
順
位
及
び
第
五
順
位
か
ら
第
十
順
位
ま
で
の
債
権
以
外
の
債
権

第
五
　
閉
鎖
機
関
の
未
払
送
金
為
替
に
係
る
債
務
、
退
職
金
そ
の
他
の
債
務
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
二
十
九
年

大
蔵
省
令
第
三
十
五
号
）
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る
債
務
に
係
る
債
権

第
六
　
閉
鎖
機
関
の
未
払
送
金
為
替
に
係
る
債
務
、
退
職
金
そ
の
他
の
債
務
等
を
定
め
る
省
令
第
三
条
に
規
定
す

る
債
務
に
係
る
債
権

第
七
　
閉
鎖
機
関
の
未
払
送
金
為
替
に
係
る
債
務
、
退
職
金
そ
の
他
の
債
務
等
を
定
め
る
省
令
第
七
条
に
規
定
す

る
債
務
に
係
る
債
権
。
た
だ
し
、
当
該
省
令
の
各
号
に
規
定
す
る
債
務
の
順
位
に
従
う
。

第
八
　
閉
鎖
機
関
令
第
二
条
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
本
邦
を
履
行
地
と
す
る
債
務
に
係
る
債
権
（
社
債
を
除

く
。
）

第
九
　
社
債
（
特
別
の
法
令
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
債
券
を
含
む
。
）

第
十
　
旧
掠
奪
品
の
没
収
及
報
告
に
関
す
る
件
（
昭
和
二
十
一
年
内
務
省
令
第
二
十
五
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る

物
を
国
か
ら
有
償
で
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
物
件
の
対
価
に
係
る
債
権
で
第
三
順
位
以
外
の
債
権

同
一
順
位
の
国
内
債
権
、
未
払
送
金
為
替
等
に
係
る
債
権
及
び
退
職
金
等
に
係
る
債
権
に
関
し
、
他
の
法
令
に

よ
り
順
位
の
定
め
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
国
内
債
権
、
未
払
送
金
為
替
等
に
係
る
債
権
及
び
退
職
金
等

に
係
る
債
権
の
順
位
は
、
そ
の
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
一
順
位
に
お
い
て
弁
済
す
べ
き
国
内
債
権
、
未
払
送
金
為
替
等
に
係
る
債
権
及
び
退

職
金
等
に
係
る
債
権
は
、
そ
の
債
権
額
の
割
合
に
応
じ
て
こ
れ
を
弁
済
す
る
。

第
五
条
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
順
位
（
以
下
第
一
順
位
と
い
う
。
）
の
債
権
者
は
、
第
一
順
位
に
於
て
弁

済
を
受
け
な
い
債
権
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
、
当
該
債
権
に
第
一
順
位
の
優
先
権
が
な
い
場
合
の
順
位
に
お
い

て
、
担
保
権
の
目
的
た
る
財
産
以
外
の
財
産
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
第
一
順
位
の
優
先
権

を
抛
棄
し
た
債
権
額
に
つ
き
、
当
該
債
権
に
第
一
順
位
の
優
先
権
の
な
い
場
合
の
順
位
に
お
い
て
、
担
保
権
の
目

的
た
る
財
産
以
外
の
財
産
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
一
順
位
の
債
権
者
が
、
同
一
の
債
権
の
担
保
と
し
て
、
数
箇
の
財
産
の
上
に
担
保
権
を
有
す
る
場
合
に
お
い

て
、
同
時
に
そ
の
財
産
を
以
て
弁
済
す
る
と
き
は
、
各
財
産
の
価
額
に
応
じ
て
、
そ
の
債
権
の
負
担
を
分
つ
も
の

と
す
る
。

あ
る
担
保
権
の
目
的
た
る
財
産
の
み
を
以
て
弁
済
す
る
と
き
は
、
第
一
順
位
の
債
権
者
は
、
そ
の
価
額
に
つ
き

債
権
の
全
部
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
順
位
に
お
け
る
次
の
順
位
の
債
権

者
は
、
前
項
の
規
定
に
従
い
、
右
の
債
権
者
が
他
の
財
産
の
価
額
に
つ
き
弁
済
を
受
く
べ
き
金
額
を
限
度
と
し

て
、
こ
れ
に
代
位
し
て
優
先
権
を
有
す
る
。

第
五
条
の
二
　
第
一
順
位
の
債
権
に
つ
き
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
弁
済
し
、
弁
済
す
べ
き
財
産
を
供
託
し
、
又
は

第
八
条
の
規
定
に
よ
り
信
託
し
た
と
き
は
、
当
該
債
権
に
係
る
担
保
権
等
は
消
滅
す
る
。

前
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
担
保
権
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
登
記
の
抹
消
は
、
登
記
権
利
者
だ
け
で
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
　
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
そ
の
同
一
順
位
又
は
優
先
順
位
に
属
す
る
国
内
債
権
、
未
払
送
金
為
替

等
に
係
る
債
権
及
び
退
職
金
等
に
係
る
債
権
の
弁
済
に
必
要
な
財
産
を
別
除
し
て
、
国
内
債
権
、
未
払
送
金
為
替

等
に
係
る
債
権
及
び
退
職
金
等
に
係
る
債
権
を
弁
済
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
異
議
の
あ

る
債
権
、
条
件
附
債
権
そ
の
他
不
確
定
な
債
権
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
異
議
の
あ
る
債
権
に
つ
い
て
は
そ
の
弁

済
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
金
額
に
相
当
す
る
財
産
を
、
条
件
附
債
権
に
つ
い
て
は
そ
の
金
額
に
相
当
す
る
財
産

を
、
そ
の
他
不
確
定
な
債
権
（
第
一
順
位
の
債
権
で
担
保
権
の
目
的
た
る
財
産
を
以
て
当
該
債
権
を
完
済
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
不
足
額
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
そ
の
見
込
額
に
相
当
す
る
財
産
を
別
除
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
場
合
に
お
い
て
条
件
附
債
権
の
条
件
が
、
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
日
ま
で
に
成
就
し
な
い
と
き
は
、
そ

の
条
件
が
停
止
条
件
の
と
き
は
そ
の
債
権
者
は
特
殊
清
算
か
ら
除
斥
さ
れ
、
そ
の
条
件
が
解
除
条
件
の
と
き
は
無

条
件
と
す
る
。

第
六
条
の
二
　
第
五
条
の
二
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
機
関
の
本
邦
内
に
あ
る
財
産
を
も
つ
て
担
保
さ

れ
た
国
内
債
権
の
弁
済
に
必
要
な
財
産
を
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
得
て
別
除
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

第
七
条
　
会
社
経
理
応
急
措
置
法
に
定
め
る
特
別
経
理
会
社
に
つ
き
閉
鎖
機
関
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
指
定
日
か
ら
、
当
該
特
別
経
理
会
社
の
旧
勘
定
の
先
取
特
権
、
質
権
又
は
抵
当
権
は
、
会

1



社
経
理
応
急
措
置
法
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
目
的
で
あ
つ
た
会
社
財
産
に

つ
い
て
消
滅
せ
ず
又
は
会
社
経
理
応
急
措
置
法
第
十
二
条
第
二
項
の
会
社
財
産
は
、
当
該
財
団
か
ら
除
か
れ
な
か

つ
た
も
の
と
み
な
す
。
但
し
、
新
勘
定
に
所
属
せ
し
め
ら
れ
た
会
社
財
産
が
当
該
会
社
以
外
の
者
の
所
属
に
帰
し

た
場
合
又
は
会
社
経
理
応
急
措
置
法
第
十
二
条
第
二
項
の
会
社
財
産
が
当
該
財
団
以
外
の
財
団
に
属
せ
し
め
ら
れ

若
し
く
は
第
三
者
の
権
利
の
目
的
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

前
項
の
先
取
特
権
、
質
権
又
は
抵
当
権
と
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
目
的
で
あ
つ
た
会
社
財
産
が
新
勘
定
に
所
属
し

た
後
当
該
会
社
財
産
の
上
に
生
じ
た
先
取
特
権
、
質
権
又
は
抵
当
権
と
の
間
の
順
位
に
関
し
て
は
、
前
項
の
先
取

特
権
、
質
権
又
は
抵
当
権
は
、
指
定
日
に
お
い
て
、
設
定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
一
項
但
書
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
但
書
の
会
社
財
産
に
対
し
て
先
取
特
権
、
質
権
又
は
抵
当
権
を
有
し
た

者
は
、
第
四
順
位
に
お
け
る
他
の
債
権
者
に
先
立
つ
て
同
項
の
旧
債
権
の
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

前
項
の
規
定
は
、
第
四
順
位
に
お
い
て
、
民
法
の
一
般
の
先
取
特
権
の
行
使
を
妨
げ
な
い
。

第
八
条
　
特
殊
清
算
人
は
、
民
法
第
四
百
九
十
四
条
に
規
定
す
る
場
合
の
外
、
閉
鎖
機
関
に
対
す
る
国
内
債
権
、
未

払
送
金
為
替
等
に
係
る
債
権
及
び
退
職
金
等
に
係
る
債
権
の
弁
済
に
要
す
る
費
用
が
当
該
国
内
債
権
、
未
払
送
金

為
替
等
に
係
る
債
権
及
び
退
職
金
等
に
係
る
債
権
の
金
額
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
得

て
、
債
権
者
の
た
め
に
弁
済
の
目
的
物
を
供
託
す
る
か
又
は
信
託
し
て
そ
の
債
務
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条
　
民
法
第
四
百
九
十
四
条
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
る
供
託
は
、
特
殊
清
算
人
の
主
た
る
事
務
所
又
は
従
た
る

事
務
所
の
所
在
地
の
供
託
所
に
お
い
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
特
殊
清
算
人
に
過
失
が
な
く
て
債
権
者
又
は
履
行
地
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
特
殊
清
算
人
は
、
債
権
者
に
対
し
て
民
法
第
四
百
九
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
供
託
の
通
知
を
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
。

第
十
条
　
閉
鎖
機
関
令
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
閉
鎖
機
関
が
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
異
議
の
あ
る
債
務
、
条

件
付
の
債
務
そ
の
他
不
確
定
の
債
務
に
つ
い
て
、
そ
の
弁
済
に
必
要
な
財
産
を
別
除
す
る
場
合
に
は
、
異
議
の
あ

る
債
務
に
つ
い
て
は
そ
の
弁
済
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
金
額
に
相
当
す
る
財
産
を
、
条
件
付
の
債
務
に
つ
い
て
は

そ
の
金
額
に
相
当
す
る
財
産
を
、
そ
の
他
不
確
定
の
債
務
に
つ
い
て
は
そ
の
見
込
額
に
相
当
す
る
財
産
を
別
除
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
場
合
に
お
い
て
条
件
付
の
債
務
の
条
件
が
、
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
日
ま
で
に
成
就
し
な
い
と
き
は
、

そ
の
条
件
が
停
止
条
件
の
と
き
は
弁
済
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
し
、
そ
の
条
件
が
解
除
条
件
の
と
き
は
無

条
件
と
な
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
三
年
一
〇
月
八
日
外
務
省
・
大
蔵
省
・
法
務
庁
・
厚
生
省
・
農
林
省
・
商
工
省
・
運
輸

省
・
建
設
省
令
第
二
号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
三
年
一
二
月
二
二
日
大
蔵
省
令
第
一
一
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
の
日
に
お
い
て
、
閉
鎖
機
関
が
、
す
で
に
本
令
第
四
条
第
一
項
第
二
順
位
第
二
号
、
第
三
号
、

第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
三
順
位
の
債
権
の
弁
済
を
開
始
し
て
い
る
と
き
は
、
指
定
日
以
前
に
確
定
し
た
閉
鎖
機

関
の
役
員
の
定
期
に
支
給
せ
ら
れ
る
手
当
及
び
賞
与
の
債
権
は
、
当
該
順
位
の
債
権
を
弁
済
し
た
後
に
お
い
て
、

第
四
順
位
の
債
権
の
弁
済
を
開
始
し
て
い
る
と
き
は
、
第
四
順
位
に
お
い
て
、
こ
れ
を
弁
済
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
は
、
閉
鎖
機
関
の
役
員
の
強
制
貯
蓄
金
、
保
証
金
又
は
給
与
の
中
か
ら
積
立
て
た
積
立
金
の
返
還

を
目
的
と
す
る
債
権
並
び
に
閉
鎖
機
関
の
役
員
の
閉
鎖
機
関
の
業
務
に
関
す
る
臨
時
の
役
務
に
対
す
る
手
当
、
実

費
弁
償
及
び
臨
時
に
支
給
せ
ら
れ
る
賞
与
の
債
権
の
場
合
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

４
　
こ
の
省
令
施
行
の
日
に
お
い
て
、
閉
鎖
機
関
が
、
す
で
に
本
令
第
四
条
第
一
項
第
二
順
位
第
四
号
、
第
五
号
、

第
三
順
位
、
第
四
順
位
又
は
第
五
順
位
の
債
権
の
弁
済
を
開
始
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
閉
鎖
機
関
の
役
員
の
退

職
金
、
年
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
べ
き
利
益
の
債
権
は
、
当
該
順
位
の
債
権
を
弁
済
し
た
後
に
お
い
て
、
こ
れ

を
弁
済
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
五
月
二
〇
日
大
蔵
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
五
年
四
月
六
日
大
蔵
省
令
第
三
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
の
日
に
お
い
て
、
閉
鎖
機
関
が
、
す
で
に
本
令
第
四
条
第
一
項
第
二
順
位
第
四
号
、
第
五
号
、

第
三
順
位
、
第
四
順
位
又
は
第
五
順
位
の
債
権
の
弁
済
を
開
始
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
閉
鎖
機
関
の
職
員
の
解

雇
手
当
、
雇
止
手
当
の
債
権
は
、
当
該
順
位
の
債
権
を
弁
済
し
た
後
に
お
い
て
弁
済
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
五
年
一
二
月
二
六
日
法
務
府
・
大
蔵
省
令
第
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
省
令
第
一
号
第
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
内
債
権
の
う
ち
こ
の
改
正
命
令
に
よ
り
新
た
に

国
内
債
権
と
な
つ
た
も
の
（
廃
止
前
の
閉
鎖
機
関
の
債
務
の
弁
済
等
に
関
す
る
件
第
四
条
第
一
項
に
よ
る
債
権
指

定
の
件
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
債
権
で
、
改
正
前
の
省
令
第
一
号
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
殊
清
算
人
の
催

告
に
応
じ
て
申
し
出
た
国
内
債
権
の
う
ち
そ
の
申
出
を
受
理
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
対

し
て
は
、
「
そ
の
就
職
の
日
（
閉
鎖
機
関
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
業
務
の
指
定

が
あ
つ
た
閉
鎖
機
関
に
つ
い
て
は
、
指
定
業
務
の
解
除
の
日
）
か
ら
二
ケ
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
閉
鎖
機
関
に

対
す
る
債
権
の
申
出
等
に
関
す
る
件
等
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
（
昭
和
二
十
五
年
法
務
府
令
、
大
蔵
省
令
第
六

号
）
施
行
の
日
か
ら
一
ケ
月
以
内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
国
内
債
権
の
う
ち
こ
の
改
正
命
令
に
よ
り
新
た
に
国
内
債
権
と
な
つ
た
も
の
に
対
し
て
は
、
改
正
前
の
省
令
第

一
号
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
内
債
権
の
う
ち
既
に
弁
済
を
開
始
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

債
権
で
弁
済
順
位
が
最
下
位
の
も
の
の
直
近
上
位
の
順
位
ま
で
の
債
権
の
弁
済
の
た
め
に
こ
の
改
正
命
令
施
行
前

の
省
令
第
四
号
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
留
保
し
た
財
産
を
も
つ
て
、
弁
済
し
て
は
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
六
月
一
〇
日
法
務
省
・
大
蔵
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
五
月
二
一
日
大
蔵
省
令
第
三
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
、
す
で
に
改
正
前
の
閉
鎖
機
関
の
債
務
の
弁
済
等
に
関
す
る
命
令
第
四
条
第
一
項
第
七
順

位
に
規
定
す
る
社
債
の
弁
済
又
は
残
余
財
産
の
分
配
を
行
つ
て
い
る
閉
鎖
機
関
に
つ
い
て
は
、
当
該
弁
済
又
は
分

配
を
し
た
後
の
財
産
を
も
つ
て
退
職
金
等
に
係
る
債
権
を
弁
済
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
二
月
一
二
日
大
蔵
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
閉
鎖
機
関
に
対
す
る
債
権
の
う
ち
こ
の
省
令
施
行
の
日
に
お
い
て
、

弁
済
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
二
一
日
大
蔵
省
令
第
六
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

2


